
北海道運輸局室蘭運輸支局では、旅客フェリーの利用促進等を目的に、西胆振の観光

関係者（苫小牧市、登別市、室蘭市、白老町等）と連携し、 “胆振ならでは”の新た

な学びをベースに教育旅行誘致を行うため、東北、首都圏の教育関係者と旅行会社を

対象としたモニターツアーを実施します。

◆旅客フェリーの利用促進
(1)北海道内の中・長距離フェリーの旅客利用者数は、1994年をピークに減少し、苫小牧港に就航す
るフェリーの旅客利用者数は、2020年3月以降、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により減少し、
2023年5月時点においては、対2019年5月比で10％程度減少しています。
(2)そのため、北海道外中学校の道内への教育旅行入込数の約８割を占める東北、首都圏をターゲッ
トエリアとして、フェリーを利用した教育旅行誘致を行います。

◆海事産業・物流産業の役割と重要性等の発信
(1)四面を海に囲まれた日本では、生活必需品やエネルギー資源などの大部分は船で運ばれ、私たち
の暮らしは海上輸送によって支えられています。
(2)また、陸上貨物輸送は、港湾・空港等からの集配輸送等、トラック以外の輸送機関の補完的機能
を果たす等、国内貨物輸送の中心的役割を担っています。
(3)他方で、人口減少や少子高齢化の影響等により人材の確保・育成が喫緊の課題となっています。
(4)これらのことから、教育旅行等の学校教育の中で海事・物流産業に対する学びを行い、これら産
業に対する理解者（サポーター）づくりを行います。

◆「胆振ならでは」の新たな学びの提案
(1)中学校修学旅行における学習内容は、約６割が歴史学習、自然・環境・科学学習になっています。
そのため、モニターツアーでは、
①中学校の修学旅行で行われていない海事・物流に関する産業学習を、「胆振ならでは」の新たな学
びとして提案します。
②北海道大学苫小牧研究林で行われている「魚類の生態調査」や「野ネズミ調査」等、当施設の
フィールドを活用した研究へご参加いただく「胆振ならでは」の新たな学びとして提案します。

教育旅行に新たな学びのスタイルをご提案！

～ 東北・首都圏の教育関係者等が“胆振ならでは”の新たな学びを体験します ～

１．目的

令和５年７月２８日



２．スケジュール

３．事業主体等

■主なプログラム

施設見学：ＲＯＲＯ船（※）、一般貨物船、物流倉庫、フェリー荷役見学

特別授業：フェリー船長講話

船員・アテンダントクルー講話

自然・環境学習：魚類の生態調査、野ネズミ調査などの研究へ参加

（北海道大学苫小牧研究林のフィールドを活用）

学生交流：日本工学院北海道専門学校生との交流

＊RORO船：船の前後のランプウェイからトラックや

トレーラー等によって直接貨物を積み卸し

するロールオン/ロールオフ方式の貨物船

実 施 日：令和５年８月２日（水）～８月５日（土） ３泊４日

対 象 者：東北・首都圏の教育関係者および旅行会社

行 程：苫小牧市～北広島市～札幌市～登別市～苫小牧市

※詳細は別紙参照

実 施 日：令和５年９月６日（水）～９月８日（金） ２泊３日

対 象 者：東北・首都圏の教育関係者および旅行会社

行 程：白老町～室蘭市～登別市～苫小牧市

※詳細は別紙参照

共催：国土交通省北海道運輸局室蘭運輸支局、太平洋フェリー(株)、商船三井フェリー(株)

苫小牧港開発(株)、苫小牧市、（一社）苫小牧観光協会

協力：室蘭市、登別市、白老町、(株) JTB、苫小牧栗林運輸(株)、ナラサキスタックス(株)

苫小牧埠頭(株)、フジトランスコーポレーション北海道支店、

苫小牧地区倉庫協会、北海道大学苫小牧研究林

※取材を希望される場合は、前日の午前中までにご連絡をお願いします。

【お問い合わせ先】 北海道運輸局 室蘭運輸支局

電話：０１４３－２３－５００１ 担当：奥田



TOTAL SCHEDULETOTAL SCHEDULE

２０２３年 ８月 ５日（土）
４ＤＡＹＳ ＳＣＨＥＤＵＬＥ

「令和５年度 教育旅行モニターツアー」

北海道運輸局室蘭運輸支局

２０２３年 ８月 ２日（水）
～

（※）気象状況等により、「変更」「中止」となる場合があります。

別紙

８月

1日目 ８月２日
（水）

羽田空港 または 仙台空港 発（航空機）

新千歳空港 集合

ノーザンホースパーク

昼食（ノーザンホースパーク）

ES CON FIELD 北海道スタジアムツアー

札幌大通公園自由散策

夕食

ホテル（札幌市内）

2日目 ８月３日
（木）

朝食（ホテル）

大倉山・札幌オリンピックミュージアム

ウポポイ（民族共生象徴空間）

昼食（ウポポイ）

◆日本工学院北海道専門学校（学生交流）

（新たな学びのコンテンツ）

ホテル（登別温泉）

3日目 ８月４日
（金）

朝食（ホテル）

◆海事・物流施設見学および講話等

（新たな学びのコンテンツ）

昼食（苫小牧市内）

◆北海道大学苫小牧研究林（研究参加）

（新たな学びのコンテンツ）

意見交換会

苫小牧港 発（フェリー）

4日目 ８月５日
（土）

大洗港 または 仙台港 着



TOTAL SCHEDULETOTAL SCHEDULE

２０２３年 ９月 ８日（金）
３ＤＡＹＳ ＳＣＨＥＤＵＬＥ

「令和５年度 教育旅行モニターツアー」

北海道運輸局室蘭運輸支局

２０２３年 ９月 ６日（水）
～

（※）気象状況により、「変更」「中止」となる場合があります。

別紙

９月

1日目 ９月６日
（水）

羽田空港 または 仙台空港 発（航空機）

新千歳空港 集合

ノーザンホースパーク

昼食（ノーザンホースパーク）

ウポポイ

DENZAI環境科学館

ホテル（登別温泉）

2日目 ９月７日
（木）

朝食（ホテル）

◆北海道大学苫小牧研究林（研究参加）

（新たな学びのコンテンツ）

昼食（苫小牧市内）

◆海事・物流施設見学および講話等

（新たな学びのコンテンツ）

意見交換会

苫小牧港 発（フェリー）

3日目 ９月８日
（金）

大洗港 または 仙台港 着



参考データ

フェリー旅客輸送実績

海事・物流産業の状況
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苫小牧港中･長距離フェリー
（5月比）
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教育旅行の状況
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２０２１年度実施の国内修学旅行の実態とまとめ（中学校）〈速報版〉
出典：日本修学旅行協会
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